第11回　施設処遇検討会議　議事録　H23.7.11

13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・上平ユリ子・長谷部S.G.M・須々田珠実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原嘉紀・中岫かなえ・馬渕豊子・木村春子

　　　　　　　　　　　   　（欠席者：小坂和子・中村文洋・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：須々田珠実
議題

１：豊川　明男様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：吉田　富秋様　　（青風荘入所者様）の処遇について

１：豊川　明男様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：なし 

＜問題点・介入方法＞

①　退所に向けた支援

（自炊訓練・デイケア通所）

1）自炊訓練

→退所までに自炊をできるようになりたいとのことから、個別支援で調理を取り入れ、デイケア休みの日には、自炊をするようにしていく。

→グループホーム入所予定の為、朝食の自炊も5/13（金）より開始し、徐々に取り組まれている。続けて出来るように、簡単なメニューや参考になるような物を提示していく。

グループホームの見学なども行なっていく。

2）デイケア通所について

→色々な体調不良の理由を挙げては、休む事があるため、通所出来ている時には評価していく。また、退所後もデイケア利用の必要性を説明しながら、出来れば利用回数を増やしていく。

②　保護者様との関係（継続）

　　
１）保護者様との関係

　→伯母様とは今まで通り、保証人になってもらう為にも、関係性を保っていく。また、伯母様からの借金は、5万円を返済して終了となる為、その時には職員が立ち会う。

２）実家の兄様との関係

→実家の兄様とも再会出来ているので、今後も近況報告などしながら、関係性が良くなるように介入していく。

③　禁煙する

１）禁煙する

→退所までに禁煙　出来るようにと、禁煙外来に通っていたが、その間は禁煙できていた。しかし、終了後に再び喫煙をしているため、本数を減らしたり、禁煙するよう働きかけていく。

＜評価＞
　入所延長期間中で、平成23年10月9日退所予定。退所後はグループホームへの入居を予定している。退所に向けた取り組みとして朝食自炊も徐々に回数を増やしている。デイケアへは時折不調を訴え欠席することがあり、デイケア通所の必要性を十分に感じていない様子がみられるため、退所後も継続利用できるよう本人に対して必要性を繰り返し説明している。デイケア以外の日中活動場所の検討も必要であり、以前うみねこ幸房の見学を勧めた時はあまり興味がない様子であった。本人が今後の生活をどのようにイメージしているのか確認し、今後の生活パターンを組み立てていく必要がある。

　金銭管理については、現在も事務室管理。入所時は貯金が一銭もなく、生活資金の貯金のために事務室管理を継続してきていた。保護者の叔母が指示的に本人に関わっており、過去の入院費用等、叔母様からの借金を貯金から返済することで関係性をリセットする目的もある。自己管理を行えるスキルはあるが、本人へは支援者がいることで貯金ができたとの意識を持たせる意味合いもある。退所後は青明舎に支援を引き継ぎ、地域生活でも必要な支援であるとの意識付けを行っていく。

２：吉田　富秋様　　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：アルコール認知症　　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞

1 内面的な事を自分から出せない為、ストレスを溜め込む。（自分の考え・意見等を容易に言わない）

・　施設内でのル－ルや規則等を時間を掛けて介入し、理解させていく。

・　拒否的になる可能性がある為、その事でストレスにならないよう言葉を選びながら対応する。

・　定期的な面談や状況に応じて接触を持ち、本人の考えている事や不満・不安を引き出していく。

· 本人が話しやすい場所を選ぶなど、環境にも気を配っていく。

②　所持金が足りないと情緒不安定になる。

　　

他者への物品を与える行為が見られる。

· 所持金の不足時に情緒不安定になり、反抗的な態度で金銭要求して来ることがある為、状態を見て、その場かもしくは本人が落ち着いた後に要求の仕方について振り返りを行っていく。

· 物品の遣り取りはトラブルの原因になる事や、物品を与える事で、どのくらい嗜好品が減り､所持金が減っているか理解の度合いを確かめていく。

· 買物の際はレシ－トを貰って来るよう伝えて残金を確認する。

2 単独での社会参加が難しい。（公共施設や交通機関の利用）

・　同行外出を設定し、バスを利用して市街へ出掛け、簡単な買物ができる様に支援していく。

・　関係機関のレクリェーションや地域の行事などの情報を提供し、地域活動へ参加する機会を作り出す。

・　定期的に面談を行って、気になる事や関心ある事の引き出しを行っていく。

・　映画の新作情報やボーリング等興味を持ちそうな話題を提供し、外出の意欲を持たせていく。

3 部屋の整理ができない。

・　定期的にスタッフと一緒に整理整頓を行ない、衣装ケースに衣類をラベルをつけ、用途別に収納できるよう収納方法を説明していく。

・　毎週1回は部屋に掃除機をかけるよう声掛けしていく。
＜評価＞

　金銭やもののやりとりに関して介入の必要があり、職員の指導に対して口調が乱暴になったりすることがある。状態変化の原因が明確であり、職員側が対応方法を考慮して関わることでストレスの緩和も図れると思われる。その他の生活面では日課の取り組みや近隣への買い物等自立している面もある。外出時のアルコール摂取に注意しているが、本人からアルコールの欲求は現在のところ聞かれていない。外出支援により、本人の興味や活動領域の拡大を図ることなどを取り入れながら、現状の生活レベルが病状変化により低下しないよう状態観察を行い、レベル維持に努めていく。













